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再算定手続きについて 

 

 

１．再算定について 

（１）既収載品の価格の見直し 

① 既存の機能区分の基準材料価格は、基本的に市場実勢価格加重平均値一定幅方式

に基づき改定している。 

② 上記①によらず、国内価格と外国平均価格を比較し、比較水準よりも高い機能区

分については、外国価格参照制度に基づく再算定により改定している。 

 

（２）外国価格参照制度に基づく再算定の概要 

・ 内外価格差を是正する観点から、平成 14 年度改定において外国価格参照による新

規医療材料の価格調整及び再算定が導入された。 

 

・ より効率的な再算定を行うため、対象区分は市場規模等にも配慮し選定することと

し、平成 28 年度改定においては、150 区分を対象として、再算定の要件への該当性

を検証する調査を実施している。 

 

・ 既存の機能区分の材料価格については、市場実勢価格加重平均値一定幅方式により

改定しているが、市場実勢価格の加重平均値が、外国平均価格の 1.3 倍以上である場

合には、再算定への該当性を検討することとしている。 

なお、直近２回の材料価格改定を通じて保険償還価格の下落率が 15％以内である

場合には、外国の医療材料の国別の価格が２か国以上あり、そのうち最高の価格が最

低の価格の３倍を上回る場合は、外国の医療材料の国別の価格のうち最高の価格を除

いた価格を相加平均した額を、さらに、外国の医療材料の国別の価格が３か国以上あ

り、そのうち最高の価格がそれ以外の価格を相加平均した額の２倍を上回る場合は、

最高の価格を、それ以外の価格を相加平均した額の２倍に相当する額とみなして各国

の外国の医療材料の価格を相加平均した額を、外国平均価格とみなす。 

 

・ また、今回の再算定ルールの見直しに伴って生じる影響の予見性を高め安定供給を

確保する観点から、新たに今回の措置を行うことにより再算定を受ける機能区分の基

準材料価格を段階的に引き下げる等の激変緩和措置を講ずることとする。 
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２．平成 28 年度改定における対応（案） 

 

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、激変緩和と安定供給の観点から、次の措置を講ずる。 

① 価格の引き下げ率が 15%以上である区分については、段階的に引き下げを実施 

 （９区分） 

② 価格の引き下げ率が 15%以内である区分であって、再算定ルールの見直しに伴って影

響を受けた区分については、引き下げ幅を８０／１００に緩和 

 （５区分） 

 

＜各期間における引き下げ幅＞ 

 平成 28年４月～ 平成 29年１月～ 平成 29年４月～ 

全体の引き下げ率に 

対する割合 

２割を引き下げ 

 

更に４割を引き下げ 更に４割を引き下げ 

（全体の引き下げ） 

 

＜段階的引き下げの例＞ 

価格下落率 平成 28 年４月～ 平成 29 年１月～ 平成 29 年４月～ 

25％下落する場合 5％引き下げ 15％引き下げ 25％引き下げ 

20％下落する場合 4％引き下げ 12％引き下げ 20％引き下げ 

15％下落する場合 3％引き下げ 9％引き下げ 15％引き下げ 

 

 

再算定の要件への該当性を検証した機能区分 １５０区分 

再算定対象となった機能区分（案） １７区分 

  

引き下げ率 

 

25％（上限） 

 

１区分 

 引き下げ率 20％以上 25％未満 ４区分 

 引き下げ率 15％以上 20％未満 ４区分 

 引き下げ率 10％以上 15％未満 ２区分 

 引き下げ率 5％以上 10％未満 ２区分 

 引き下げ率 5％未満 ４区分 
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（参考） 

【平成 26年度】 

再算定の要件への該当性を検証した機能区分 １３０区分 

再算定対象となった機能区分 ３９区分 

  

引き下げ率  

 

25％（上限） 

 

７区分 

 引き下げ率 20％以上 25％未満 ５区分 

 引き下げ率 15％以上 20％未満 １３区分 

 引き下げ率 10％以上 15％未満 ８区分 

 引き下げ率 5％以上 10％未満 ６区分 

 引き下げ率 5％未満 ０区分 

ただし、激変緩和と安定供給の観点から、次のいずれかに該当する区分については、段階的に引き

下げを実施する。 

 ① 15%以上価格が下落する区分 

 ② 再算定ルールの見直しに伴って影響を受けた区分 

 

 

【平成 24年度】 

再算定の要件への該当性を検証した機能区分 １３０区分  

再算定対象となった機能区分 ３５区分  

  

引き下げ率  

 

25％（上限） 

 

１１区分 

 

 引き下げ率 20％以上 25％未満 ３区分  

 引き下げ率 15％以上 20％未満 ３区分  

 引き下げ率 10％以上 15％未満 １０区分  

 引き下げ率 5％以上 10％未満 ４区分  

 引き下げ率 5％未満 ４区分  

ただし、激変緩和と安定供給の観点から、次のいずれかに該当する区分については、段階 

的に引き下げを実施する。 

① 15%以上価格が下落する区分 

② 急激な為替変動への配慮を行う区分（※） 

※ 急激な為替変動への配慮  

（条件） ① 外貨ベースでの価格が下落していない  

 ② 前回の平成２２年度改定のレートでは１．５倍を超えない 

 ③ 引き下げ幅が２０％未満 

 （配慮の内容） ① 本来の引き下げ幅の８０／１００に緩和 

 ② 段階的な引き下げを実施 
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【平成 22年度】 

再算定の要件への該当性を検証した機能区分 １６０区分  

再算定対象となった機能区分 １７区分  

  

引き下げ率  

 

25％（上限） 

 

１区分 

 

 引き下げ率 20％以上 25％未満 １区分  

 引き下げ率 15％以上 20％未満 ３区分  

 引き下げ率 10％以上 15％未満 ３区分  

 引き下げ率 5％以上 10％未満 ５区分  

 引き下げ率 5％未満 ４区分  

 

【平成 20年度】 

再算定の要件への該当性を検証した機能区分 １５０区分  

再算定対象となった機能区分 １４区分  

  

引き下げ率  

 

25％（上限） 

 

３区分 

 

 引き下げ率 20％以上 25％未満 ３区分  

 引き下げ率 15％以上 20％未満 １区分  

 引き下げ率 10％以上 15％未満 ２区分  

 引き下げ率 5％以上 10％未満 ３区分  

 引き下げ率 5％未満 ２区分  
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機能区分 

029 吸引留置ｶﾃｰﾃﾙ (1)能動吸引型 ④創部用 ｱ 軟質型 

060 
固定用内副子(ｽｸﾘｭｰ) (8)その他のｽｸﾘｭｰ ②特殊型 ｲ 圧迫調整固定用･両端ねじ型 
ⅱ一般用 

064 脊椎固定用材料 (1)脊椎ﾛｯﾄﾞ 

064 脊椎固定用材料 (5)脊椎ｽｸﾘｭｰ（固定型） 

073 髄内釘 (1)髄内釘 ②横止め型 

073 髄内釘 (1)髄内釘 ③大腿骨頸部型 

073 髄内釘 (2)横止めｽｸﾘｭｰ ②大腿骨頸部型 

076 固定用金属ﾋﾟﾝ (1)創外固定器用 ①標準型 

077 人工靱帯 (1)固定器具なし 

077 人工靱帯 (2)固定器具つき 

120 生体弁(2)異種心膜弁(Ⅰ) 

127 人工心肺回路 (6)個別機能品 ⑦血液学的ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ測定用ｾﾙ ｱ 標準型 

130 心臓手術用ｶﾃｰﾃﾙ (3)冠動脈用ｽﾃﾝﾄｾｯﾄ ①一般型 

130 心臓手術用ｶﾃｰﾃﾙ (3)冠動脈用ｽﾃﾝﾄｾｯﾄ ②救急処置型 

133 血管内手術用ｶﾃｰﾃﾙ (1)経皮的脳血管形成術用ｶﾃｰﾃﾙ ①先端閉鎖型 

134 人工血管 (1)永久留置型 ①大血管用 ｲ 1 分岐 ⅰ標準型 

134 人工血管 (1)永久留置型 ①大血管用 ｴ 腹大動脈分岐用ⅰ標準型 


